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前報に於て種ノ々の広葉協のパ′レブ中 の微小細胞 (髄紬細胞ならびにその他の小形の柔細胞)の細

抱膜成分を繊維細抱と比較した,I,又それらの繊維素の鎖長分布及び蒸解におけるこれらの変化を報

告した｡)近年特に晒クラフ トパルプの発達により製紙パルプとして広葉樹の使用が増加すると同時

に紙の強度と樹種 との関係換言すれば木材の組織学的要素の紙の強度に及ぼす影響に関心が深まっ

て来た｡それらの問題の中の-I-つとして,広葉樹パルゾ中 の微小細胞と紙の強度について行った---

実験結果を報告する｡

広葉樹パルプ中 のこれらの細胞の量は少い場合で4-5%,多い場合には数10%に達する樹種があ

ると推定され,針葉樹に比し著 しく多いのでその影響はゆるがせにできないと考えられる｡ その形

態は種々であるが,長さが短 く,立方体,煉瓦状,或は梢長いものもあるが-投には長さ 0.2mm

以下で粉末に近い ｡従って紙屑を形成する繊維の中にあっても一･膜に紙力に好彰響を与えることは

考え難い ｡ 多量の微小細胞を含むバルブと然ちぎる場合とで紙力が如何に興るかに関して次の実験

を行ったC

実 験 の 部

ヒメJ,ヤラ(SiewarliamonadelPhaSieb.etZucc.)は平均木繊長 1.83mm,min.0.775mm,

max.2.775mm,標準差 0.344mm とい う 著 しく長い繊維細抱を有する｡ その木繊維は比較的細 く

厚膜である｡ パルプの微小細胞は砧別測定によれば 9.2%で広葉樹としこ比較的少い｡別の報告に

述べた様に著しく強い紙を与える樹樫である｡ この材をクラフ ト法で蒸解 した｡ 仝 Naヱ0 木材に

対 し20%,e硫化率25%,165oClhr.このパルプを 150-･meshwireを張った洗源装置で洗推し微小

細胞 を可及的に除去 LjJ_a
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裾 こアカメガシワ (MalloiusjaponicasMliell.Arg.)は平均木版紬 蔓0.915(min.0.475,

maX･1･475,S-0.191)でかな り繊維長が短 く,木繊維は比較的太 く薄膜である｡ その相中細胞含

量は前 と同様の測定で14.6%を示し,循含量の多い樹種に属する｡)紙力はあまり強 くない結果を得
ているL,この材を同様の条件でクラフ ト蒸解を行い,そのバルブの--一凋 三を前 と同様に洗推して機中

細胞を含まないパル-/を得ると同時に, 洗い出された微小細胞を布 でに‖超し,圧搾脱水 して貯 え,

その-B=机こつき水分を定:-=S.:してお く｡赤檎色硬泥状物である｡ 以 上のパ′し十及び機小細胞より次の

4種を混合調製 し,試験用ビ-3-で叩解 し,班-)]測 定用紙葉を抄耕 し測定したL)

1 ヒメシャラの橡中細抱を除去せる/:ルゾ0

2 同上にアカメガシワの微小細胞を20%混合したものO

3 7カメガシワのパルプ｡

4 アカメガシワの横中細泡を除去せるパルプ｡

紙力測定の結果は次表の通 りであるLl
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(1) Kraftpulpofliimeshara(StewartiamolladelphaSied. etZucc.)

ofwhiclltheparellChymaalldraycellshavebeellremovedbyWashillg011the150

111eSllWire.

(2) ThePu一p(1､)towhichthe1)arel-Chymaandraycellsseparatedfrom thekraftpulp(3)

areadded(20%).

(3) KraftpulpofAkamegashiwa(Mallotusjapol-icusMuell. Arg･)

(4) ThelJull)(3)ofwhichtheparellChymaandraycellshaveI)Fenwashed.

rEjそr験結果の考察

既報屋久島産20種の広葉偶クラフ トパル--/Iop)紙力試験の結果では柔細胞の影響が明瞭でなかった ｡

それは試験偶種の中で,如繊紬封種に柔細岨含量が少 く,長繊維樹種にこれが 多かったことが--･原

因と見られたujで,改めて今回畔j-･.:験を行ったのでおる,,

ヒメシ ,.7ラのノこ,L -′甘本来は約 990/i/:)微小細抱を含有 してい,乙の 亡おfJ;//:, これを)<･膏Vjj､洗礁 t

去った:17,のLll,洗源 しまった後に,これに7カメガンrjの委細胆を2()%添加 したものとて(二蟻町ブこノ)
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Pl10t.(A) Sci･eelled ullbleachedkraftpulp of

HHimeshara"(Siewa7.ii'a7}ZOna(/elPhaSf'eiJ.eiZ･uL,･C.)

Meanfiberlength1.830mm.

Phot.(B) Screelledui-bleachedkraftpulp of

"AkamegashiwaH(Malloiz!sia/,oJZl̀･ZLSMuell.A,7･g.)

Meanfiberlength0.915mm

Phot.(C)Rayandparenchymacellsseparated

fTtうmtheunbleachedksaftI)ulpof̀ ÀkamegashiwaH.

- .-1 13 7 - -

差が比頼 内明瞭である｡即ち引裂度,

裂断長,及び耐折強度も低下してい

~~7
rcl)c

次にアカメガシワより柔細胞を洗

淋 し去った結 果は裂断長が明に好転

したことはほぼ明瞭であるが,他の

姐 勤ま殆んど変化 していない｡この

結果より考察するに,同程度の短い

繊維長を有する樹種の問に著 しく柔

細胞畳の差がある場合には,先ず裂

断長に影響が示されるであろ うと想

像される｡然 し一一枚の樹種間に見ら

れるような程度の比較的小さい柔細

胞量の差であったならば,その彰響

は殆んど現われないと思われる｡ 次

に著 しい長繊維の樹種の問に柔細胞

貴に非常なる差がある場合は,裂断

局,引裂度及び耐折強度に影響があ

ると思われるO この場合にも20%と

い う様な大きい柔細胞量の差はない

であろ うから,実際に認められる柔

細胞畳の影響はいづれにせよ著 しい

ものではないと思われる｡ これらの

撒小細胞が実際に紙屑内に捕捉され

る畳は叩解或は抄紙の条件により種

々に変ることも考えられる｡ 抄紙に

至る迄に流失してしまうことも考え

られる｡､他方上述の如き単なる機械

強宴以外の紙の種 ノ々の性質に影響す

る所も少くないと想像される｡

要 約

広葉樹パルプ中の微小細胞の紙力

に及ぼす影響を知 るために,長繊維

のパルプとして ヒメシャラのノくルプ
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杏,短繊維のパルプとしはアカナガシワのいづれもクラフ トて'L,プを製 し,アカメメガシワのパル

ゾよりはそれに含まれる微小細胞を怖別分離し,分離せる機小細胞をヒメシャラパルプに加え,か

くして微小細抱を多貴に含む紙料燕びにこれを含まない紙料を混合調製 し,叩解 して紙力試験を行

ったc

Resume

Small-celLportion (consisting ofparenchymaandraycells)wasseparatedfrom the

kraftpulp ofAkamegashiwa (MalloiusjaPonicusMuell.Arc.)byscrening through

150-耶eshwire.Theseparatedcellswereadded(20%)tothepulpofHimeshara(Stu)arlia

monadelphaSled.elZucc･)whoserayandparenchymacellshadbeenlemOVedalsoby

scI･eening.Follownigpulpmixtureswereprepared.(1)WashedHimesharapulp.(2)

WashedHimesharapulpmixedwith20% Akamegashiwaparenchymacells.(3)Akamega-

shiwapulpcontainingparenchymaandl･ayCells.(4)Akamegashiwapulpwashed.The

pulpmixtureswerebeateninalaboratorybeatel.andtestingsheetsweleprepared.Following

conclusionsmaybedrawn･ Vellylargeamountofray andparenchymacellsinahard

woodpulpofverylongfibellengthmaylowerthetensilestrength,tearingstrength,and

the.foldingendurance.Verylal･geamountOfray andparenchymacellsinahardwood

pulpofveryshortfiberlengthmaylowersomewhatthetensilestrength.Buttheinfluence

ofpatenchymacellsmayberathersmallconsideringthatpracticallythedifferenceofthe

contentoftheI･ayandparenchymacellsisrelativelysmall.
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